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16. 51Alk-2-enyl置換 Furftuylおよび 2-ThenylChryBanthemate且の合成と殺虫効果

白田 馨,林 晃史,野田克巳,会田真言 (大正製薬株式会社研究部) 48.1.lo受埋

5-alk-2-enyl置換 furfurylおよび 2-thenyl 第一菊憩エステル対が, それぞれ,furEuryl

acetateとhaloalkene類および thiophene と crotylalcoholまたは diene封 (たとえば,

cyclopentadiene)との反応から出発して合成された.えられたエステルにつき,イェバェを用いて,

殺虫効力試験が行なわれた.

furfurylェスチル,thenylェスチル両系列共に,cyclopent-2-enyl但換が最も有効で,特に,

その thenylェスチル (ⅤⅠIc)の場合は,alletbrin の 10倍の活性を示した.また, その thenyl

alcoholの 2,2,3,3-テトラメチルシクロプロパンカルボン酸エステル (VIIIc)ち,ほほ ⅤⅠIcに

ひとしい殺虫効力を示した.

LaForge らによるピレトリンの梢造決定以来, そ

の修飾による新しい有効殺虫剤探索の試みが数多くな

され,allethrin,lurethrinおよび Cyclethrinが発

見された.これらの pyretllrOidsは, いずれ も,

cycloperLtenOlone 環の側鎖の変換を試みることによ

り見出されたものである.その後,Bartllelらによる

barthrinl), dimethrin2)の発見 を端緒 として,

syntheticpyrethroidsの研究が急速にさかんとなり,

Elliottらによる resmethrirL3) をはじめとして,多

数の有効pyrethroidsが報告されてきたい 10).これら

の研先により,すでに,pyrethroidsのアルコール成

分として,cyclopentenolone以外のbenzylalcohol,

furanmethanol,thenylalcoholなどが基本骨格と

して有効であることが認められてきている.これらに

ついては,いずれも多数の置換体が検討されてい る

が,alk-2-enyl置換体に関しては,系統的に検討さ

れたものとしては,Elliott らに よ る置換 benzyl

chrysanthemate額6)が報告されているのみである.

その他 に, 5-allyl-furfurylchrysanthemateが

Elliottら7)により,また,Japothrinとして勝田ら8)

により合成され, 植田ら11)により5-ally1-2-thenyl

chrysanthemateが兄山され,それぞれ,pyrethroid

としてのイi効性が確認されている.今回,われわれは,

5-alk-2-enylJB換-IurEurylおよび-2-thenylchry･

santhemate桝をとりあげ,alk-2-enyl伽胤の梢道

と殺虫作用の関係を検討する目的で, Chartl およ

び Chart2 に示す方法で,6超の邦-菊酸エステル

類と1種の2,2,3,3-テトラメチルシクロプロパンカ

ルボン酸エステルの合成を行なった.

すなわち,furfurylacetate を酢酸亜鉛,塩化亜

鉛の存在下,crotylchloride と還流させつつ反応せ
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しめて,5-but-2-enyl-furfurylacetate(Ia)とし,

これの加水分解によって対応するアルコール体 (lIa)

を得た.この物質は Tarnopol'skiiら12)による 5-

(3-methylbuト2-enyl)-furfurylacetate(Ib)の合

法成に示す温度条件下 (実験の部参府)では得られず,

温度を上げることによってのみ少畠の (Ia)が得られ

た.5-cyclopent-2-enylfurlurylalcohol(ⅠIc)はlIb

と同様の方法で furfurylacetate と 3-chlor0-1-

cyclopenteneの反応によって得られる5-cyclopent-

2-enylfurfurylacetate(Ic)を加水分脈することに

より得 られた. これ らの 5-alk-2-enylfurfuryl

alcohol獄 (ⅠIa,ⅠIb,lIc)はfIlf法により,邦一対放出

化物を用いてエステル化し,対応する耶一対酸エステ

ル ⅠlIa,Illbおよび ⅠⅠIcを得た.これらのエステル

の桐迫は IR,NMR および元素分相 こよりそれぞれ,

確認した.

一万,5-alk-2-enyl置換 2-thenylester斑の合

成は Chart2 に示すように,二つの径路により行な

った. 5-but-2-eny1-2-thenylalcohol(VIa) は

thiopheneと crotylalcoholの 85%H2SO一巻用い

る縮合反応により得 られた 2-buト2-enylthiopllene

(tva)を POClrDMF を用いる Vilsmeier-Haack

reactionによりホルミル化して,5-buト2-enylthio･

phene-2-carboxaldehyde(Va)とし,これの鞘法に

よる NaBH一還元で (VIa) を得た.他方,5-(3-

methylbut-2-enyl)-2-thenylalcohol(VIb)および

5-cyclopent-2-eny1-2-thenylalcohol(VIc)はそれ

ぞれ thioplleneと isopreneあるいは Cyclopenta･

diene.'を 85% HaPO▲の存在下,反応させることに

よって村られる2-(3-methylbuト2-enyl)-tlliophene

(IVb)13)および2-cyclopent-2-enylthiophene(tVc)
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Table1. PhysicalPropertiesol

R4 D IC,･のCC-.-C,-RL
a〉こ
CJb CIL)

Anal.(%)
Calcd. Found

No. R X RI Rlbp̀C(mmHg) 〃D('C) Formula C H C H

ⅠⅠIa-CH2CH-CHCH3 0-CH=C(CH3)JH130- 1(0.1) 1.5019(18)ClltlLOOS 75.468.6775.68 8.57

mb-CH2CH-C(CHS)20-CH-C(CHJ)2H135- 7(0.05)1.5017(18)C2｡HL803 75.918.9276.08 9.02

･ⅠIc-∈〉0-CH-C(CHs)2H139-40(0.09)1.5177(18)C2DTT加OJ76.408.3476.80 8.47

VIIa-CH2CH-CHCHSS-CH-C(CH3)2H155-62(0.6) 1.5167(20)ClltT加0β 71.678.2371.17 8.39

VIIb-CtTZCH'-C(CHJ)2S-CH==C(CHa)BH140-2(0.06)1.5236(20)C20H2802S 72.268.4972.10 8.21

Ⅵ-C-∈〉S-CH-C(CHJ)2H155-7(0.2) 1.5336(20)C2077加0β 72.207.9372.65 8.05

vu Icく) s cH. CH3140-5(0.35)1.5192(20)CL8172.OiS71.027.9570.98 7.80

Table2. InsecticidalActivitiesoi5-Alk-2-enyl-substitutedFuriuryland
2-ThenylCyclopropanecarboxylates

TopicalapplicatiorL Spraymethod
No. LD50(FLg/fly) Relativepotency KT80 Mortality(形)

ⅠⅠIa

IIIb

IIIc

VIIa

VIIb

VIIc

VIIIc

a11etl一rin*

-
･
4

㍍

柑

e
.
0
.
06

0
.
｡7

M

4｡

叩

22｡

加
納

㈱
㈱

珊

l

15/59〝 92.7

3α49〝 50.7

16/49〝 100

10/03〝 100

17125/I 100

13′40〝 100
5/02′/ 88.9

*; dL-cl'S,trOnS-Chrysanthemate

をそれぞれ,ⅠVaと同様に Vilsmeier-Haackreac･

tionに付し,対応するアルデヒド (Vb),(Vc)とな

した後,NaBH一還元することにより,相当するアル

コール体 VIbおよび VIcを得た.

これらのアルコール体は,節-菊酸塩化物とェスチ

ル化して,節-菊敢エステル (VIIa),(VIIb),(VITc)

を,また VIcを2,2,3,3-テトラメチルシクロプロ

パンカルボン懲也化物とェステル化して. エステル

(ⅤⅠⅠIc)を得た.

合成したエステル村の物理性状を Tablclに示し

た.また,これらエステル7割かこつき,家バ工を用い,

局所施用法11)および良沢式唄霧降下弦IB)による殺虫効

力の検討を行なった.その結果を Table2に示す.

まず,furiurylester系においては,but-2-enyl

田換体 (ⅠⅠIa)が,allethrin の約%の殺虫効力を示

した. また, cyclopent-2lenyl田換体 (ⅠⅠIc)に

allethrin の約2倍の強力な殺虫効力が認められた.

この物質の効力は,中西ら1.)によっても認められてお

り,5-allylfurfurylchrysanthemate7･l)に匹敵する

効力と考えられ る. しかし.3-methyl-but-2lenyl

田換体 (mc)においては. 4/′g/(Iy以下の豆軌､活性

がTJ･;なするのみであった.これは,cyclopentenolone

estcr系列における不飽和川幻として,3-methylbut-

2-enyl誠を1j-する邦-菊敢エステル 17)が,allethrin

の約兆の効果しか示さないことに類似した結果であっ

た.

一方,長沢式噴霧降下法を用いた knockdown効

果は,furfurylester系 ⅠⅠIa,ⅠIIb,ⅠⅠIc共に速効的と
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はいい難く,殺虫効力の高い IIIcにおいても,KT帥

倍が約17分であった.

次に,5-alk-2-eny1-2-thenylester系については,

合成した4種のエステルは,いずれも, allethrinを

凌駕する殺虫効果を示した. すなわち, buト2-enyl

置換体 (VIIa)および,31methylbut-2-eny1位政体

(ⅤⅠIb)は,いずれも,allethrinの2倍の効果を示し

た.側釣としての 3-methylbut-2-eny1位換基が上

述したごとく.furfurylester系列および cyclopen･

tenoloneester系列で有効でないことを考えるとき,

同位換誠を有する VIIbの効果は,予想外であった.

また,cyclopent12-enyl置換体は,その第-菊酸エ

ステル (ⅤⅠIc),2,2,3,3-テトラメチルシクロプロパ

ンカルボン酸エステル (ⅤⅠⅠIc) ともに,きわめて強

力な殺山効力を示し,その効果は,allethrinの10倍,

8伽 こ相当し,これまでに報告された 2-thenylester

系の巾でも,蚊も高い効果に属するものと考えられる.

Cyclcthrinおよび ⅠⅠIcの有効性を考慮して,pyreth-

roid のアルコール成分の川的 として, cyclopent-

2-cnyl誠は.一般的にかなり有効である.また, こ

こに合成したエステルについては,同一の置換基に関

して,2-thenylester系が,furlurylester系より

ち,いずれも高い殻虫効果を示すことがわかった.た

とえば.cyclopent-2-enyl益をもつ第-菊酸エステ

ルでは.2-thenylesterが furfurylesterの約4倍

の牧山効力を有し,3-methylbut-2-eny1位換体では,

10伯以上の土別口が認められた.しかし,knockdown

効米にLNしては,furfurylester系の場合に見られた

ように.一般的には速効性とはいいがたく,節一一菊酸

エステルの巾で,もっとも速効的であったⅤⅠIaでも,

KT的他は,約10分であった.しかし,VIIcを 2,2,

3,3-テ トラメチルシクロプロパンカルボン酸エステル

にかえた VIIIc の KTBO伯は,約5分で ⅤⅠIc の

14分に比し,かなり速効性を増し,速効的とされる

2,2,3,3-tetramethylcyclopropanecarboxylicacid

ester18)の特徴を表づける結果が得られた.

実 験 の 部*

合成法

5-(31Methylbut-2-enyl)-furfurylAcetate

(Ib)12)の合成

furfurylacetate72gを細水 Et2090mLに溶かし,

飽和 ZnC12-Et20soln.10mLおよび (AcO)ZZn2g

を加える.政押下に,3-methylbut-2-enylchloride

35gの中の一部を加える.反応紋が黄緑色に変化した

ところで,反応温度を0-5●Cに保ちながら,(A90)2Zn

45g を加え, ついで残 りの 3-methylbut-2-enyl

chloride を徐々に滴下す る.滴下後,15分粒拝反

応し,反応紋を氷水中に注入する.Et皇0 屑を分取

し,水洗,乾塊後,溶媒を留去し, 目的の (Ib)13g

をうろ. bp l00oC (1.5mmHg) (lit.12)bpllOoC
(3mmHg)).IRレfilm cm-I:1740(ェスチルC-0),max

840()C-Cぐ),785(furanring)･

5-Cyclopent-2-enylfurEurylacetate(Ic)

furiurylacetate60g,3-chlor0-1-cyclopentene

30gとを用いて,Ib の合成法に準じて反応を行ない,

目的物 Ic18gをうる.bp105-･110oC (1.0mmHg).

IRpfilm cm-1:1740(ェステル C-0),785(furanmax
ring),750,710(cyclopentene).

5-But-2-enylfllrLurylacetate(Ia)

furfurylacetate 30.8g,crotylchloride18.2g

を用い,Ib の合成と同一条件下で反応を行なったが,

Iaは狩られなかった.そこで,政押下,6hr辺拭し

て,目的とする Ia4.1gを得た.bp75-8°C(0.1mm

Hg).IRレfilm cm-1:1740 (ェスチルC;0), 960maX
H

(tra″sHtbc=Cく､)I790(furanring)･

WcHdAcユニ R七 Ⅱ cH-d Ac- RⅢ ｡H幻H

ta,b,C

R R-i

A; -CH2Ctl.=CHCH3 -

b; -CHZCH･=C(Clb)2

C･-守 cHtT,CHCIl-C(
rTlユ

/し＼ CH3
CH3 CH3

Chart1

Rm cH2-OR一

)1la,b,C

*IR スペクトルは HitachiIRSpectrometerで,NMR スペクトルは TMSを内部は準とし,Hitachi

Perkin-ElmerR-20type(60Mc)で測定.融点はすべて未祁正.本文駿に用いた第一菊酸クロ1)ドはす

べて dL-Gis,trans混合体であろ.
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5-But12-enylfurfurylalcohol (Ih)

IalOgを10% KOIiaq.soln.30mJに加え,lhr

辺流後.'li号法のように処理して,恭田すれば ITa4.6g

をうる.bp75-9｡C(0.3mmHg).IRレ川mcm-1:maX
H

3ヲoo'oH'･960(tyansHtbc--CU ･785(-uran
rlng).

5一(3-Methylbut-2-enyl)-furEurylAlcohol(Hb)lZ)

bp87oC(0.3mmHg)(lit.12)bpl15●C(3.5mmHg)).

H

IRレfIimxc--.･･3250(OH)･840 )C=Cく)･
785(furanring).

5-Cyclopcntl2-enylfurfurylalcohol (IIc)

bp97-8｡C(0.7rnmHg).IRリfi】mcm-1:3320(OH),max
785(Iuranring),750,710(cyclopentene).Anal.

Found:C,73.07;H;7.08.Calcd.forCIOH1202:

C,73.14;H,7.37%.

5-But-2-enylfurfurylchrysanthemate (ⅠIh)

ⅠIa2.7gを n-hexane35mLにとかし,EtSN2mE

を加え, ついで, 冷却政押下に, chrysanthemoyl

chloride3.3g を滴下,宝温に一夜放田後.析山結晶

を軒別し,折紋を水洗乾娩する.桁蛇を田去した後,

滅庄糸田すれば ⅠⅠIa4.4gをうる.IR yfilmcm-1:maX

1735(ェスチルC=0),960(trams
H

Hbc-Cく)
785(furanring).NMR (CCl一)♂:3.15-3.37

(217,m,-C_HrCH-),4.90(2H,S,CH20),5.30-

5.68(2H,m,CH-CH), 5.86(lH,br.d,furan

ringH),6.18(lH,d,J=3.6cps,luranringH).

5-(3-Methylbut-2-enyl)-Eurfuryl chrysanthe･

mate (IIIb)

IRpEiimxcm-1:1730(エステル C-0), 850

()C=C(H),785 (furan ring). NMR (CCl.)
∂:3.26(2H,d,J-7.2cps,C旦2-CH-),4.59(2H,

S,CH20),5.81(lH,br.d,furanringH),6.15

ClhCJllC]ICILOIt

85./.Hzsol

(lH,d.JE3.6cps,【uranringH).

51Cyc]opent-2-cny)furEurylchry8anthem8tC

(ITTc)

IRレ:Iamxcm-I:1735(ェスチルC=0),785(furan
ring).750,710 (cyclopentene).NMR(CCll)a:

3.70-4.ll(lH.m,cyclopentenylmethine),4.90

H H
(2日.S,CH20),5.60-5.98(3H,m,〉- 〈and

luranring班),6.16(lH,d,∫-3.6cps,furanring

H).

以上の菊酸エステルは,いずれも,∂1.ll,1.23お

よび 1.70付近に,菊敢部に基づく NMRsignalを

示した.

2lBut-2-enylthiophene (TVA)

thiophene84g,crotylalcohol36gを 55oCに加

氾し,投押下.85,00'H2S0-42g を柿下する.同温度

で 2hr反応後.Na2COJで申和.Et20 で抽出する.

無水 MgSO.で吃蚊後,桝媒田去.減圧恭田して,

35gの純色の肢体をうる.bp80-82oC(22mmHg),

n2DOl･5233(tit･I"bp97･C(39mm Hg)･n2DOl15280)

IRレ :amxcm-.:965(Ht)C=Cぐ )I
2-(3-Methylbut-2-eTtyl)-thiopttene (IVb)13)

thiophcnc25.2gに 85,%HSP0-10mtを加え,班

押下,isoprene13.6gと thiophcne25.2gの況紋

を27-37oCで加えろ.i''.7Llで5hr反応した後,取屑

を除去し,'JJ個 別を水洗後.過剰の thiopheneを田

去,滅庄JjR印して lVb21g をうる.bp79-84oC
(llmmITg)(lit.13)79●C(9.7mmHg)).

2-Cyclopent-2-enylthiopllene (IVc)

thiophene50.4gと,85% H3PO一の混紋を-loo°
に冷却,批押下,cyclopentadiene46gとthiophene

50.4gの況紋を加える.OoCで lhr反応した後,一

夜室温放置,有機屑を分離,水洗, 乾娩 (無水 Na2

Sol),thiopheneの過剰を田去後,減圧蒸留.収塁

36g,bp92-95｡C (17mmHg),n2DOl･5544･

h oro

甲 芯訂叩 - 竺 R甲 ｡-Ⅰ｡- ｣ R甲 C-(.o"

tva,b.c V&.tI.C

A R･; cm RIP; cH3

:∴ ccHH;:;:】芸l',I33,2 -cc:bl?,::,:,][-'clb-celt:I(CCH(,CH3 R甲 cm-OR･◆ R甲 cH2- OR"

C;く)
Chart2

ⅥIa,b,c VIIIc
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5-Cyclopent-2-enylthiophene-2-carbox･

81dehyde (Vc)

POCl410.9mt,DMFニ8.8gの混合物を水で冷却し

つつ,35oC 以下で,ⅠVc19.7g を滴下する.30-

35●Cで 2hr反応後,一夜室温放田,氷水中に注入,

NaZCOさで中和後,Et20抽出,乾燥 (撫水Na2SOl)浴

媒田去後.減圧蒸留して Vc13.6gをうる.bp95-

97･C (0･15mmHg)･n2DOl･6033･ IRyfilmcm-1･･max
1710(C=;0),セミカルバゾン:mp197.-8oC.Anal.

Found:C,56.38;H,5.48;N,17.75.Calcd.for

CllH16N30S:C,56.16;H,5.57;N,17.86.形.

5-(3-AIethylbut-2-enyl)-thiopllenel2-carboxl

8Idehyde (Vb)

ⅠVb20gを用い,Vcの場合と同様に反応し,Vb

･4･2gをうる.bp95-103｡C (0･6mmHg),ni01･5703･

･RJilamxcm-I:1675(C-0)I845(〉C=Cぐ )･
810(tbiopllenering).NMR (CCll)a:1.72(6H,

d,J==3.6cps,C-C(Cub)2),3.49(2H,d,J-7.2cps,

-CH㌻C;;),5.10-5.48(lH,m,-CH;=C-(Me)2),

6.76(lH.d,∫-3.6eps,ring3position),7.43

(lH,d.J=3.6eps,ring4position),9.66(lH,S,

-cl-HO). セミカルバゾン:淡敢包括鼠 mp198
,-200.C.Anal.Found:C,55.56;H,6.19;N,17.

57.Calcd.forCllHIBN80S:C,55.68;H,6.37;

N,17.71%.

㍗5-But-2-enylthiophene-2-carboxaldehyde(Va)

ⅠVa27.6gを用い,Vcの場合と同様に反応して

Va14.7gをうる.bp80-2oC(0.15mmHg),IRL･

cm-1:1670(C-0)I965(,yamsHT)C-Cぐ ),810
(thiophenering). NMR (CCll)a:1.55-1.82

(3H,m,allylicCHa),5.30-5.65(2H,m,CH-CH),

3.07-3.46(2H,m,CH2･C=),6.80(lH,d,J-3.6

eps,ring4position),7.46(lH,d,∫-3.6cps,ring

3pos.Llion),9･66(1H･S･-CくS)･セミカルバゾン
:淡試色紙鼠 mp190-1oC.Anal.Found:C,53.

65;班.5.77;N,18.62.Calcd.forCl｡H13N30S:

C,53.80;H,5.87;N,18.83%.

5-Cyclopent-2-eny1-2-thenylalcohol (VIc)

含水 MeOH (CH30H18m,水 2mt)中の NaBH-

4.8gに対し,冷却粒押下,Vcll.Ogを滴下,20●C

以下で 8hr反応.反応紋は,酢酸一氷水巾に注入,

Na2COsで中和,Et20抽出,乾煉 (Mg2SO一)搭媒

留去後減圧蒸留し,7.2gの VIcをうる.bpllO一一

115｡C (0･15mmHg)In2DOl15803･IRリfilm cm-1:max
3350(OH),800(thiophenering).3,5-ジニトロベ

110

ンゾェート:符黄色柱状晶,mp90-･9loC.Anal.

Found:C,54.44;H,3.69;N,7.34.Calcd.for

ClTH1-04NBS:C,54.55;H,3.77;N,7.48%.

5-(3-Metltylbutl2-enye)-2-thenylalcohol

(VIb)

Vb7.0gを用い,(VIc)の場合と同様に反応して.
20

VIb6･4gをうる･bpl00-103oC(0･15mmHg)･〝D

l･5641･IRyfilamxc--1:3350(OH)I840()C-Cぐ)I
800 (thiopbenering).3,5-ジニベトロンゾェ-ト:

mp166-8°C.Anal.Found:C,54.10;tL4.12,･

N,7.23.Calcd.C,54.26;H,4.29;N,7.44%.

5-Jlut-2-eny1-2-thenylalcohol (Vh)

Vall.7gを用い,VIcの場合と同様に反応して,

v∫a8･2g をうる･bp81-3｡C (0･13mmHg)･n2DO

ll5474.1Ryfilmcmll:3350(OH),965(Lyonsmax

H)C-Cぐ),純 (thiophenering)･3,51ジニト
ロベンゾェート:無色粒状晶,mp87-9°C.Anal.

Found:C,52.96;H,3.83;N,7.65.Calcd.for

CuHllNBOIS,.C,53.04,'H,3.90,･N,7.73%.

5-Cyclopent-2-eny1-2-thenylchry8anthe･

mate(VIIc)

VIc3.6g,EtaN2.2g をベンゼン20mtにとかし,

これに菊憩クロ.)ド3.7gを加えて一夜放位する.こ

れを田法のように処理して VIIc4.8gをうる.

IRvEilamxc-ll:1724(C-0)I850()C-C(H)I
800(thiophenering).NMR(CCl一)∂:3.78-4.30(lH.

m,cyclopentenylmethine),5.07(2H,S.-CHJO-),

5･65-5･98(2H･-IcyclopentenylH)C=CくⅠ)･
6.53,6.77(lHeach,deach,thiophenering3,4

position,J=3.6cps).

5-(3-Methylbut-2-enyl)-2-thenylchryBanthe･

mate (ⅤⅠIb)

IRpfilamxcm-1:1715(C=0)I850()C-C〈 H).
800(thiophenering).NMR (CC1-)8:4.65-5.54

(2H,m,2×-CH-C-(Me)2),5.08(2H,S,-CH20-),

3.42(2H,d,J-7.2cps,-CH･C担2-),6.53,6.78

(lHeach,br.aeach,thiopllenering3,4position).

5-Jlut-2-eny1-2-thenylchrysanthemate(VIIa)

IRpfilmcm-1:1725(C-0),965 (Lrans･二位換

oleEine;aL (thio,henering',%0()C-CqH).
NMR(CCll)a:3.15-3.97(2H,m,=CH･C当2-),

5.04(2H,S,-CH20-),5.30-5.63(2H,m,-CH-CH-),

6.42-6.83(2H,m,thiophenering3,4position).

5-Cyclopent-2-erLy1-2-theny12,2,3,3-tetra･
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methylcyclopropanecarbozylate (VIIIc)

lRJ Hmcm-I:1725(C-0),800(thiophe｡ering).max
NMR(CCl-)8:1.65-2.65(4H,m.Cyclopentcnyl

ring-CHBCH2-).3.88-4.28(lH,m.Cyclopentcnyl

methine),5.06(2H,S,-CH20-),6.58,6.80(lH

each,deach,J=3.6cps,thiophenering3.4

position).

殺虫効力村境

局所施用浅川

高槻系イエバエ(Muscadomcsh'cavL'cl'naMacq.)

の胸部背板に,検体のアセ トン稀釈紋を,マイクロン

1)ンジにより,1琉あたり0.5FLt施用し,24hr後の

致死率を祝祭した.

長沢式噴符降下法11)

良沢式PLt諜降下法ryiにより,イエバエに対し,検体

の1,% Deo･base溶状0.5nlLをPn頭t.,,時間一致紡

下仰転率と24hr後の致死率を観察した.
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Summary

Some 5-alk-2-enyl-substituted furfuryland

2-thenylchrysanthemates(ⅠlIa-C,ⅤⅠIa-C)were

synthesizedstartingfromthereactionoliurluryl

acetatewithhaloalkenesandthoseofthiophcne

withcrotylalcoholordienes,suchascyclopent･

adiene,respectively.Theestersobtainedwere

examinedforinsecttoxicityagainsthouseflies.

Inboth theseriesolrurluryland2-thenyl

esters,thecyclopent-2-enylsubstitutionwasmost

effective,andespeciallythe2-thenylester(VIIc)

was10timesmorepotentthanallethrin.The2,

2,3,3-tetramethylcyclopropanecarboxylateくVlⅠIc)

Ofthethenylalcoholwasalsoaboutastoxicas

VIIc.
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